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問合せ　秘書広報課 多文化共生・交流係
　（☎ 27-8240）

　このコーナーでは、宇佐市の外国人住民や支援者、市の取り組みなどについてご紹介しま
す。みんなが暮らしやすい多文化共生社会を作るためにまずは知ることから始めませんか。

多文化共生ひろば

お便りをくれた方

　私は昨年４月に柳ヶ浦高校に入学しました。私が日本に来た理由は、日本のア
ニメや文化に興味があり、日本語を学びたいと思ったからです。また、日本でバ
スケットボールを頑張るために来ました。

最初は、コミュニケーションがうまく取れず、部活動も勉強も思うようにでき
ませんでした。しかし、先生やクラスメイト、共に寮生活をするチームメイトが
優しく日本語を教えてくれるので、少しずつ日本語を覚え、今では随分と理解で
きるようになりました。今後も文武両道を目標に、まずは日本語能力試験（ＪＬＰＴ）
N ３の合格と、柳ヶ浦高校バスケットボール部を日本一に
導けるよう頑張りたいです。
　高校卒業後は日本の大学へ進学し、日本語の勉強とバス
ケットボールをもっともっと頑張りたいと考えています。

　栄養が不足すると、免疫力が低下し
て病気にかかりやすくなったり、筋力
が低下したり、心身が衰えるフレイル

（虚弱）の状態に陥りやすくなります。
　今回は、炊飯器で簡単に調理でき、
たんぱく質を豊富に含むフレイル予防
に有効なレシピをご紹介します。

【１】 米は、といでザルに上げておく。塩鮭は皮をつけた
まま骨を取り除き一口大に切る。人参は千切り、小ねぎは
小口切りにし、しめじは石づきを取りばらす。

【２】炊飯器に米とＡの調味料を入れて混ぜる。
【３】米を平らにならし、塩鮭、しめじ、人参を広げてのせ、
中央にバターを乗せて炊飯する。

【４】炊き上がったら、切るように全体を混ぜた後、器に
盛り小ねぎを散らして完成。
☆市ホームページでは、さらに詳しい作り方や他のレシピ
も紹介しています。

・米　３合
・塩鮭　180 ｇ
・人参　1/3 本
・小ねぎ　適量
・しめじ　１パック
・バター　大さじ１と 1/2

A
・酒　大さじ１
・濃口しょうゆ　大さじ１
・水　540mℓ

問合せ / 健康課 健康増進係（☎ 27-8137）

check!

名前  　　　　　　　　　　　さん　国籍  セネガル
住所  江須賀　職場  柳ヶ浦高校（学生）
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ベノイット
enoit

しっかり食べてフレイル予防！

鮭のバターしょうゆごはん
材料（４人分）

https://www.city.usa.oita.jp/sougo/soshiki/12/kaigohokenka/3/1/18485.html
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■ 戦争関連資料を収集しています。提供していただける方は社会教育課 文化財係（☎ 27-8199）
にご連絡ください。資料は平和の尊さを学ぶために活用いたします。

問合せ　社会教育課 平和ミュージアム建設準備室（☎ 27-8200）

　このコーナーでは、戦後 75年以上経って体験者の声が薄れゆく中、戦争の実像を伝えるためにこれま
で収集した資料や今に残る戦争遺構にまつわる「記憶」を紹介していきます。

除隊記念盃64

　戦前期、徴兵による兵役を無事に終えて除隊する
ときに、記念として盃

さかずき
を作って知人たちに配る習慣

がありました。デザインも多彩ですが、部隊名や配っ
た人の名前が入っていることもあり、絵柄には桜の
花や日の丸が描かれたものが多いようです。この盃
の内側に「歩四七」とあるので、県内にあった歩兵
47 連隊の除隊記念に作られたものと思われます。

佐田反射炉鉱滓展示施設




